


















































































⒅　……雁がねも 継ぎて来鳴けば たらちねの 母も妻らも 朝露に 裳の裾ひづち 夕霧に 衣手濡
れて 幸くしも あるらむごとく（安流良牟其登久）出で見つつ 待つらむものを……
 （15/3691 葛井子老）
ソ─ラムモノヲ
⒆　……朝露に 裳の裾ひづち 夕霧に 衣手濡れて 幸くしも あるらむごとく 出で見つつ 待つら









































33　……いくばくも 生けらじものを 何すとか 身をたな知りて 波の音の 騒く港の 奥城に 妹が
臥やせる 遠き代に ありけることを 昨日しも 見けむがごとも（将見我其登毛）思ほゆるか
も （09/1807 高橋虫麻呂歌集）
ス─ケムモノヲ
34　天地と ともにもがもと 思ひつつ ありけむものを（安里家牟毛能乎）はしけやし 家を離れ










文末（終止形） 終止形終止 23（9） 9（8）










文末（已然形） ─コソ─已然形 10（4） 3（2）
─已然形ヤ 3（1） 0（0）
─已然形ヤモ 2（0.8） 1（0.8）






























39　……あをによし 奈良山を越え［或云 そらみつ 大和を置き あをによし 奈良山越えて］い
かさまに 思ほしめせか［或云 思ほしけめか（所念計米可）］天離る 鄙にはあれど 石走る 
近江の国の 楽浪の 大津の宮に 天の下 知らしめしけむ天皇の 神の命の 大宮は ここと聞け
ども 大殿は ここと言へども 春草の 茂く生ひたる 霞立つ 春日の霧れる［或云 霞立つ 春日








































































































































 （02/0132 柿本人麻呂 /再掲）
52　石見の海打歌の山の木の間より我が振る袖を妹見つらむか（妹将見香）












































































































⑶ 栲づのの 新羅の国ゆ 人言を よしと聞かして 問ひ放くる 親族兄弟 なき国に 渡り来まして 大君
の 敷きます国に うち日さす 都しみみに 里家は さはにあれども いかさまに 思ひけめかも（念鷄
目鴨）つれもなき 佐保の山辺に 泣く子なす 慕ひ来まして 敷栲の 家をも作り あらたまの 年の緒
長く 住まひつつ いまししものを 生ける者 死ぬといふことに 免れぬ ものにしあれば 頼めりし 
人のことごと 草枕 旅なる間に 佐保川を 朝川渡り 春日野を そがひに見つつ あしひきの 山辺を
さして 夕闇と 隠りましぬれ 言はむすべ 為むすべ知らに たもとほり ただひとりして 白栲の 衣
袖干さず 嘆きつつ 我が泣く涙 有間山 雲居たなびき 雨に降りきや （03/0460坂上郎女）
 ここだくも思ひけめかも（思異目鴨）敷栲の枕片さる夢に見え来し （04/0633湯原王）
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